
植物防疫所調査研究報告（植防研報）

第38号：81～85 平成14年（2002）

短　 報

石垣島及び宮古島におけるアリモドキゾウムシと

　　イモゾウムシの野生寄主上の発生生態
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Field　Survey on　Occurrence　of　Cylas formicarius (FABRIClUS）（Coleoptera：Brentidae）and

Euscepes postfasciatus FARMAIRE（Coleoptera：Brentidae）on　Their　Wild　Hosts　in　Ishigaki　and

Miyako　Island，Okinawa. Motonori　SASAKI，Hiroyuki　ADACHI　and　Tokumitsu　GAJA（Naha　Plant

Protection　Station，2－11－1，Minatomachi，Naha 900－0001，Japan). Res. Bull. Pl. Prot. Japan 38：

81－85（2002）．

Abstract：The　seasonal　abundance　of　Cylas formicarius and Euscepes postfasciatus on their

wild　host　plants，Pharbitis congesta and Ipomoea pes-caprae, were investigated at 2 sites in

Ishigaki Island and 1 site in Miyako Islands，Okinawa from March 1999 to March 2001，

Pheromone　traps　attracting　male　adults　of　C. formicarius，stem　samplings　of　host　plants　for

 thier immature　stages　and　sweet　potato　traps　for　their oviposition　were　used　in　the　surveys．As

a　result　of　the　survey，trap　captures　of C. formicarius at　each　site　showed　a　single　peak　in

summer（July－September）．However，imature　stages　of C. formicarius by　stem　samplings　and

sweet　potato　traps　were　abundant　in　summer　and　scarce　in　winter，suggesting　low　level　of

oviposition　activity　in　winter.　The　number　of　E. postfasciatus monitored　by　stem　samplings

and　sweet　potato　traps　increased　in　spring　and　decresed　in　summer　without　distinct　peak．The

result　suggests　that　E．postfasciatus　is　able　to　oviposit　throughout　the　year．

Key　words：Cylas formicarius, Euscepes postfasciatus, wild　hosts，occurrence，Pharbitis con-

gesta, Ipomoea pes-caprae

はじめに
アリモドキゾウムシCyJαs／b7伽oα7伽s（FABRlcIus）

とイモゾウムシE％so6ρθsρos吻sc毎顔s（FARMAIRE）

はともに熱帯，亜熱帯地方を中心に分布し，ヒルガオ

科植物を寄主とするサッマイモの大害虫であり，アリ

モドキゾウムシは明治36（1903）年に，またイモゾゥ

ムシは昭和22（1947）年に沖縄県で確認されている

（杉本，2000）。

鹿児島県及び沖縄県は，これらゾウムシの根絶に向

けた根絶技術確立事業を平成5年まで実施し，その成

果を踏まえて平成6年からは野外における根絶技術

を実証するため，鹿児島県喜界島及び沖縄県久米島の

一部地域を実証地区とした根絶実証事業を実施し，さ

らに鹿児島県はアリモドキゾウムシについて喜界島で

アリモドキゾウムシ根絶事業を，沖縄県はイモゾウム

シとアリモドキゾウムシにっいて久米島でイモゾウム

＊現在，門司植物防疫所名瀬支所

シ等根絶事業を平成13年度から開始した。

根絶防除においては密度抑圧防除により野生虫の密

度を低下させ，不妊虫放飼法により最終的な根絶を行

うとしているが（大村，2000），防除経過の調査，また

は根絶防除終了後の駆除確認調査を進めていくにあた

り，これらゾウムシの寄主植物上での発生時期や発生

量の季節的推移を把握し，有効な調査方法にっいて検

討しておく必要がある。奄美大島では吉村ら（1999〉

が野生寄主上でアリモドキゾウムシの発生状況にっい

て，沖縄本島では安田（1998）がサツマイモ圃場でこ

れらゾウムシの発生状況にっいて調査しているが，石

垣島から宮古島を含む先島諸島の野生寄主植物上での

発生状況にっいてはほとんど報告がない。このため，

これらゾウムシの発生状況を調査し，発生調査の方法

について検討した。

本文に入るに先立ち，調査及びとりまとめにあたり

有益な助言をいただいた那覇植物防疫事務所輸出・国

内検疫担当及び横浜植物防疫所調査研究部害虫担当の

諸氏に厚くお礼申し上げる。
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調査地及び調査方法

［調査地］

　石垣島及び宮古島の野生寄主植物群落3地点を調

査地として選定した。調査地の選定にあたっては，あ

らかじめアリモドキゾウムシのフェロモントラップ調

査，野生寄主植物への寄生調査を行って，アリモドキ

ゾウムシあるいはイモゾウムシの発生を確認し，比較

的発生密度が高く，人為的撹乱を受けにくいと考えら

れた地点を選定した。

　1．石垣A

　調査地は石垣市新川の道路沿い20m，奥行き5m

の地区の高さ約5mのガジュマルを覆うノアサガオ

群落であった。周囲は民家，畑地，ギンネム林等で，

海岸からは約200m離れている。周囲にはサッマイ

モを栽培する圃場はないが，ギンネムに絡むノアサガ

オの小群落が僅かに点在していた。なお，事前調査で，

アリモドキゾウムシが発生していることを確認した。

　2．石垣B

　調査地は石垣市崎枝の堤防沿いの約1kmの細長い

グンバイヒルガオ群落であった。周囲は水田，モクマ

オウ林，ギンネム林等で民家はなく，100m程離れた

草地にはギンネムに絡むノアサガオの小群落が僅かに

点在していた。なお，事前調査でイモゾウムシが発生

していることを確認した。

　3．宮古
　調査地は平良市保良の道路沿い2kmの細長い地域

内のグンバイヒルガオとノアサガオに覆われた混生群

落の一部分，8m×8mの地区であった。この地区で

はギンネムの地際付近にグンバイヒルガオが繁茂し，

ノアサガオはこれらのギンネム木に絡んで繁茂してい

た。調査地の周囲はサトウキビ畑で民家はなく，海岸

からは約150m離れていた。なお，事前調査でイモゾ

ウムシ及びアリモドキゾウムシが発生していることを

確認した。

［調査方法］

野生寄主植物上でのイモゾウムシ及びアリモドキゾ

ウムシの発生状況を明らかにするため，上記調査地で

アリモドキゾウムシ雄成虫を対象としたフェロモント

ラップ調査，アリモドキゾウムシ及びイモゾウムシの

産卵状況を確認するためのサッマイモトラップ調査及

び寄主植物調査を実施した。調査期間は1999年3月

から2001年3月までの2年間とした。

　1．フェロモントラップ調査

調査には市販の粘着シート型ゴキブリ捕獲トラップ

（アース製薬製）の中央に1cm角に切ったアリモドキ

コール（サンケイ化学製）を置いたものを使用した。

トラップは外的な影響を避けるため，天井部に雨よけ

のアクリル透明板を取り付け，底部に捕食者の侵入を

防ぐナイロンゴースを敷いたプラスチック製のカゴ

（縦17cm×横30cm×高さ14cm）に入れた。石垣

Aでは調査群落の中央に，石垣Bでは調査群落の南端

に，宮古ではグンバイヒルガオが覆っている調査地区

中央の地表に各1個を設置した。群落内でのトラップ

設置場所は変えず，半月ごとに回収して誘殺されたア

リモドキゾウムシ雄成虫数を記録した。

2．サツマイモトラップ調査

調査には2週間水を与え芽出しした本土産サッマ

イモ（1個当たり約300g）を使用した。前述した外的

な影響を避けるためのカゴにサッマイモ1個を入れ，

さらに両種ゾウムシがサッマイモに這い上がり易いよ

うナイロンゴースとサッマイモの間に発砲スチロール

製の細かい梱包資材を敷き詰め，調査地の地表に設置

した。予備調査から，海岸付近のグンバイヒルガオで

はヤドカリによるサッマイモヘの食害を受けやすいこ

と，直射日光と高温の影響で夏季はサッマイモが腐敗

しやすいと思われたため，石垣Aに3個，石垣Bに5

個，宮古では5個をフェロモントラップの周辺に各3

m以上離して設置した。群落内でのトラップ設置場所

は変えずに，半月ごとにサッマイモトラップを回収し

た。回収したサッマイモは室温で約20日間保管した

後切開して寄生個体の種名及び頭数を記録し，設置期

間に産卵された個体とした。

3．寄主植物調査

調査地石垣A及びBにおいて，総延長で15mを

目途として，太さ約1cmの茎を地際部から3～4m
ずつ，石垣Aでは群落内からランダムに，石垣Bでは

各トラップを設置した調査群落の南端から100m以

内で採集した。調査は毎月1回行い，採集した茎は室

温で約20日間保管した後切開して寄生個体の種名及

び頭数を記録し，採集月に寄生していた個体とした。

結果及び考察

　1．フェロモントラップ調査

　フェロモントラップによるアリモドキゾウムシ雄成

虫の誘殺消長を第1図に示した。石垣A（ノアサガオ
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群落），石垣B（グンバイヒルガオ群落）及び宮古（混

生群落）のいずれの調査地でも6月から9月を含む夏

季に誘殺のピークが認められた。しかし，調査地に

よって誘殺個体数のレベルは異なり，石垣A，宮古，

石垣Bの順で誘殺個体数は減少した。石垣Aでは誘

殺個体は周年確認されたが，石垣B及び宮古では10

月から翌年2月頃にかけて少数の個体しか誘殺され

ないか，又は全く誘殺されない状態が続いた。

2．サツマイモトラップ調査

イモゾウムシ及びアリモドキゾウムシのサッマイモ

トラップヘの産卵消長を第2図に示した。石垣Aで

は両年とも4月から10月頃にかけてアリモドキゾウ

ムシの産卵が認められ，7月から9月を含む夏季に

ピークを作る1山型を示したが，イモゾウムシは

2000年4月，6月，7月にのみ産卵が認められた。一

方，石垣Bではイモゾウムシは両年ともほぼ周年産卵

が認められ，春季に比較的多い傾向を示したが，アリ

モドキゾウムシは6月から10月にのみ産卵が確認さ

れた。宮古でのアリモドキゾウムシの産卵数は，両年

とも6月から9月頃にピークとなる1山型を示した

が，冬季は産卵が認められないか著しく減少し，石垣

Aでの産卵消長と同様の傾向を示した。また，イモゾ

ウムシの産卵数にっいては，1999年は4月にピーク

第1図 フェロモントラップ1個当たりのアリモドキゾウムシ雄成虫誘殺数
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第3図　茎1m当たりの寄生頭数

を示した後減少し，8月から調査終了まではサツマイ

モ1個当たり10頭未満で増減を繰り返したが，産卵

は両年を通じてほぼ周年認められた。

　石垣Aでは設置したサッマイモヘの外的な影響は

ほとんど認められなかったが，石垣Bでは設置したサ

ッマイモの約3割にヤドカリやゴキブリによる摂食，

夏季の高温と直射日光による腐敗等の外的な影響が認

められ，宮古でも同様な影響が認められた。

　3．寄主植物調査

　石垣A，Bでの寄主植物調査の結果を第3図に示し

た。石垣Aではノアサガオ茎に寄生が確認された個

体は全てアリモドキゾウムシであった。寄生個体のほ

とんどは5月から10月に確認され，7月から9月に

寄生密度が高い傾向を示したが，1999年6月から7

月は寄生は認められなかった。このことは，寄主群落

内でのアリモドキゾウムシの分布の偏りを示唆するも

のと考えられた。石垣Bでグンバイヒルガオ茎に寄生

が確認された個体はイモゾウムシがほとんどを占め，

アリモドキゾウムシは2000年6月に1頭が確認され

ただけであった（1頭のみであったので，第3図には

示さなかった）。イモゾウムシの寄生密度は両年とも

7月から9月の夏季を除いて比較的高かったが，明確

なピークは認められなかった。

　石垣Aでのアリモドキゾウムシの平均寄生密度は

茎1m当たり0．08頭と低かったが，石垣Bのイモゾ

ウムシは両年を通して寄生が認められ，平均寄生密度

も茎l　mあたりL83頭であった。

　これらの調査結果から，石垣Aのノアサガオ群落

ではアリモドキゾウムシが，石垣Bのグンバイヒルガ

オ群落ではイモゾウムシがそれぞれ優占的な種であ

り，また，宮古のノアサガオ・グンバイヒルガオ混生

群落ではアリモドキゾウムシとイモゾウムシが同所的

に発生していたと考えられた。

　石垣Aではアリモドキゾウムシ成虫は周年見られ

るが，特に夏季に個体数が増加し，これに対応してサ

ッマイモトラップヘの産卵とノアサガオ茎における幼

虫等の寄生が認められた。一方，宮古では石垣Aほど

アリモドキゾウムシの発生密度は高くないが，ほぼ周

年雄成虫は誘殺され，サッマイモトラップヘの産卵は

冬季を除く期間では確認できた。また，アリモドキゾ

ウムシの発生密度が最も低かったと考えられる石垣B

のグンバイヒルガオ群落ではフェロモントラップ，サ

ツマイモトラップでは冬季にその発生を確認すること

ができず，また，グンバイヒルガオ茎の調査でも調査

期間を通じて1頭のアリモドキゾウムシの寄生が確

認されたのみであった。調査地によって発生密度は異

なるが，いずれも夏季にピークのある1山型の発生パ

ターンを示していると考えられた。沖縄本島のサツマ

イモ圃場での発生調査でも8月から9月にピークを

作る1山型を示していることから（安田，1998），沖縄

県内では栽培，野生寄主植物とも発生のピークは夏季

である可能性が高いこと，金城（1995）は冬季の短日

条件下では卵巣が発育しないことを示したが，本調査

でも産卵は11月から2月まで認められないか著しく

減少することから，冬季の野外における産卵はほとん



2002年3月　　佐々木ら：アリモドキゾウムシとイモゾウムシの野生寄主植物上における発生 85

ど認められないことがわかった。アリモドキゾウムシ

の発生調査にあたっては，比較的発生密度の高い石垣

Aや宮古のような地域ではサッマイモトラップ調査，

寄主植物調査でその発生が確認できない時期において

も，フェロモントラップ調査により成虫の存在が確認

できるため，桃原ら（1999）も示したようにフェロモ

ントラップ調査が最も効果的な調査方法であると考え

られる。しかし，石垣Bのように発生密度が低い地域

では今回のフェロモントラップ調査においても冬季に

発生を確認することは困難であったため，調査期間を

夏季に限定する，あるいはトラップの設置個数を増加

することなどにっいても検討する必要があると思われ

る。

　イモゾウムシについては，今回行ったサッマイモト

ラップ調査または寄主植物調査の結果からその発生パ

ターンに一定の傾向を見いだすことはできなかった

が，春季に比較的多く，夏季に減少していると考えら

れた。今回の調査で最もイモゾウムシの発生密度が高

かったと考えられる石垣Bではサッマイモトラップ

ヘの産卵及びグンバイヒルガオ茎での幼虫等の寄生は

冬季を含め，周年確認された。また，宮古でのサッマ

イモトラップ調査の結果においても，産卵はほぼ周年

確認された。しかし，発生密度が低いと考えられる石

垣Aでは調査期間を通じて一時期のみサッマイモト

ラップヘの産卵とノアサガオ茎での寄生が確認され

た。このことから，比較的発生密度の高い地域ではサ

ツマイモトラップ調査及び寄主植物調査によってその

発生を的確に確認することができるが，発生密度の低

い地域では発生確認の調査方法についてさらに検討す

る必要があると思われた。
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